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ネ反

倉

正

才
ワ
エ
ン
ト
の
紀
年
は
最
近
箸
し
い
変
改
ぞ
蒙
っ
た
。
そ
れ
は
…
つ
に

位
学
釣
研
究
の
諮
球
に
よ
っ
て
そ
の
上
限
が
川
引
下
げ
ら
れ
且
著
し
く
そ
の
確
実
住
居

〈
*
)

識
し
ゃ
い
こ
と
、
ニ
つ
に
は
新
史
料
の
発
昆
と
そ
れ
に
器
づ
く
国
史
料
の
時
検
討
と
に

よ
っ
て
従
来
最
も
不
明
で
あ
っ
た
前
ニ
千
年
紀
前
半
の
紀
年
が
明
確
に
さ
れ
七
こ
と

L
に
拠
ゐ
。
特
に
?
リ
宮
山
氏
文
替
の
発
見
と
コ
ル
サ
パ
ヅ
ド
玉
名
衰
の
ぎ
g
m
w
玄仏

口
洋
の
発
表
と
は
、
パ
ピ
ロ
ン
第
…
道
輸
の
年
代
を
ほ
Y

二
世
紀
引
下
げ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
誓
っ
て
才
リ
ぶ
ン
ト
診
通
じ
て
認
め
ら
れ
た
不
可
解
な
揺
白
〈
ア
γ

ル
ナ
時

代
以
離
の
二
世
紀
は
会
く
史
料
ぞ
蹴
き
所
説
畿
挨
支
配
の
下
に
お
け
ゐ
一
時
照
時
代
と

考
へ
ら
れ
て
ゐ
に
)
は
突
は
存
悲
し
な
か
っ
十
日
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
亡
。
し
か
し

な
ほ
そ
の
や
心
と
な
る
パ
ピ
ロ
ン
悠
…
主
戦
の
紀
年
に
つ
い
て
は
相
当
大
き
な
見
解

の
相
違
が
あ
り
ち
立
っ
そ
の
論
蕗
も
複
線
多
岐
で
あ
っ
て
、
そ
の
…
数
は
容
易
に
望

〔也事一〉

め
な
い
現
段
に
あ
ゐ
。
以
下
は
こ
の
「
解
合
難
い
緩
雑
な
」
問
題
に
つ
い
て
の
研
究

史
的
メ
モ
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
本
稿
に
お
い
て
議
名
・
雑
誌
名
の
路
符
号
は
慣
例
に

よ
り
、
又
人
名
・
地
名
の
鶴
字
、
吋
E

M
弱
気
ぢ
三
C
H
H

は
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
の
用
ひ
妙
心
姑

ハ
*
議
〉

に
能
っ
て
散
へ
て
統
一
し
な
か
っ
大
。

ハ
ホ
〉

n同
・
戸
{
?
の
叩
MMM仏
印

H

2

2弔
ド
山
崎
町

W
H
O
M
M
仲町

σ
話
事
件
〉
口
氏
作
同
体
何
担
邸
付
ハ
S
U
4〉

p
b

‘H，F
U
Z
S
Z
A
W
H
M
H
d
M
A
W
ω
Z
H
H
M
m
w
尽
き
自
治
純
史
的
仲
ハ
-
3
δ
M
Y
S
H
・

(
*
*
*
)
な
お
回
目
ぴ
日
目
。
関
門
戸
MMV
即
時
に
つ
い
て
は
し
r
s
z
z
w
C
M
}匂ロロ・

〉

-
v
p
o吋伸一的田仲
h
k
F由
hw，M可同
》

S
M
M
M
M
H
Mぬ
ぐ
O
吋
ぬ
号
室
刊
号
同
凶
ハ
号
明
日
〉
九
州
・
州
M
m
W
3
0件、
k
r
R
Z
G
M
O鴨
川
並

〕
足
時
的

o
u
o
g湯
川
町
出
口
開
園
(
日
唱
団
〉
脚
w

w

以内
VM
印。有印刷
MVM
骨
を
み
よ
。

北
大
文
学
務
純
漆

パ
ピ
ロ
ン
第
一
王
朝
ハ
ハ
ン
ム
ラ
ピ
王
朝
〉
パ
ピ
ロ
ニ
ヤ
・
ア
ッ
シ

V

ヤ
・
交
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
地
校
h
q
占
め
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
還
要
な
シ
L

メ
ル
玉
名

畿
の
殆
ん
い
C

す
べ
て
が
こ
の
王
朝
の
蕊
能
に
編
纂
さ
れ
て
設
h
y
J
Y
又
パ
ピ
ロ
ニ
ヤ
紀

和
?
の
骨
格
ぞ
な
す
玉
名
波
A
が
こ
の
五
穀
ぞ
鵡
点
と
し
て
諮
七
殺
粕
泳
で
ぞ
誌
し
て

み
ゐ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
主
義
の
紀
年
が
鑑
定
さ
れ
L
ば
ド
ど
れ
そ
中
心
と

し
て
そ
れ
以
前
お
よ
び
以
後
の
紀
年
算
定
に
決
定
的
な
議
義
母
も
つ
こ
と
は
問
怖
か
で

あ
ゐ
。記
年
算
定
の
議
磯
は
第
一
に
天
文
観
鮒
詑
畿
か
ら
逆
算
し
て
絶
対
年
杭
在
確
定
す

る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
確
実
な
記
裁
の
存
殺
と
そ
の
天
文
学
的
諮
算
の
一
致
と

が
条
件
で
あ
っ
て
環
衣
ゑ
じ
緒
権
威
、
か
一
致
し
て
認
め
ゐ
も
の
は
ア
ッ
シ
ヲ
ヤ
ハ
抑

回
目
白
一
回
同
門
民
間
山
師
け
に
見
え
る

KMg誌
か
さ
一
一
一
世
の
誌
ω
M
w
h
の
皆
既
日
韓
の
み
で
私
的
ゐ
。

第
二
は
考
古
学
或
ひ
は
古
文
字
学
に
よ
ワ
て
行
は
れ
る
安
心
持

gmwa丘
町
長
で
あ
ゐ

が
、
こ
れ
は
単
に
先
後
頴
係
ぞ
決
定
す
ゐ
り
、
そ
の
精
密
段
は
数
十
年
、
時
に

数
百
年
治
以
っ
て
数
へ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
後
に
残
る
も
の
は
矢
絞
り
文
献
能

史
料
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
五
名
リ
ン
ム
中
表
以
下
諾
思
の
鰹
史
的

碑
文
、
お
よ
び
公
私
の
文
書
が
あ
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ハ
ン
ム
ラ
ピ

最
近
の
研
鉛

KM
〕
吟
同
Ha
一戸

MF尚
喜
対
日
宮
田
4一命同時。誌州
W
M
1
g
M
U
8
2
3
0何
回
〉
吋
nMM向
8
M
G間以可持
HH仏、
H，
MM叩

MW同MMM伶ハ戸市
WU市山一)戸山
Mmu

附

W〉

h
f
dロ開
5
3
H
m
z
s
a
n
C
3
3
u
a

3Fdり自
5
2
0
H
H
h
司
自
E
E
C
円
宮
神
宮
山
科
目
G
5
2
3
3
n
v
a
剛

、H1出向
v-冊
目

gnVMqOMMGMO偶
円
円

HHHO

ハ
2
〉
詰
r
v
n
o
g
g
H
忌
戸
尋
問
w
c
g部氏
g

州
内
民
主
主
時
三
5

3

が
叩
本
名
表
を
綜
合
的
に

取
扱
っ
た
代
幾
的
研
究
で
あ
る
。

ハ
3
〉

戸

認

mw司
書

H
C
O田
口
広
島
診
《
凶
器
〉
H
Sユ
ロ
活
的
?
?
忽
同
日
以
・
。
叩
可
申
-
K
C
S
2

。
MM吋
S
U
M
O問
診

MW持げ一
3
3
M
g
P
K
F
g
M『
片
山
岳
沼
田
口
践
例
凶
〉
ぬ
悶
3
g
H
H
P

ハ
4
)

従
来
長
〈
絞
首
的
財
務
定
竿
代
と
さ
れ
た
や
ジ
プ
ト
太
陽
暦
C

採
燦
ハ
冷
淡
∞
・
。
・
同
w-

塁
塁
mw弓

H
の町一
omhvwO蹄
即
時
・
さ
)
も
最
近

mww新
党
に
よ
ヲ
て
疑
問
筏
さ
れ
る
に
到
円
J

た
ハ

P

F

Z
込
・
余
波
乱
g
吉
岡
高
曲
目
。
去
富
山
付

p

g
予
告
2
Z
M同
阿
》
判
官
g

g

z
・3

Z
醇
ざ
江
R

Z

NOMgnVH1即時計-ヱ
O)
な
俊
民
-MW静岡凶鈎
S
O
H
H
H
切宮崎山川町
M一吋
HMHMm円
山
口
色
町
四
国
H
S
C
m
w出品窓口何回伸。

〈
阿
波
3

N
中・

mwSHHM・
M・

ハ
ヲ
〉
〉
-
C口
調
室
《
同
日
公
判
句
。
喜
怒
3
1
言
語
障
問
凶
器
M
W
S
P
K
F臨
時
三
OHO開
山
町
制
・
〉
晶
子

4s-
お
o
w
k
d
N
お
よ
び
国
・
河
・
出
mw同H
H
〉同氏
HWWHM仲
出
目
的
件
。
吋
司
令
内

p
o
z
g吋
関
陣
色

合
3
3
H
U
B
M仏
φ
記
長
言
問
。
苦
〉
口
氏
出
添
付
注
目
的
付
。
ミ
〈
CM・
M

・
Mh
予

の
脅
さ
げ
山
口
V宮
門
凶
g
k
r
H
8
3
M
M
H添削
r

ア
N
・
師
会
ω
p
a
n
-

「回出司書留
mH室
戸
の
は
MHM同協阿刷

機
ハ
凡
M
g
z
g
H
)同
国
の
放
除
線
九
年
〉
に
あ
っ
た
年
、
ァ
タ
シ
ム

1
ル
市

mw
絞
鋭
、
シ
ワ
シ

の
月
の
誌
銭
」
と
あ
る
。
即
ち
田
例
年
六
月
十
五
日
、
品
ネ
グ
エ
か
ら
凡
え
た
後
附
域
内
口
敏
で
あ

w

由。一日目
HHH自
民
と
は
ギ
予
シ
ヤ
の

KMRMMG岡
阿
世
!
?
の

n
0
5
M
M
M
6
紛
争
一
年
交
代
む
議
姿

骨
問
機
で
必
少
で
、
ア
ヲ
シ

F
ヤ
出
品
に
お
け
る
み
代
は
殆
ん
ど
同
州
議
選
N

H

P

惜
の
記
載
が
わ
担
、

と
の
総
淡
は
州
内
陸
宮
司
岳
災
慾
ハ
ウ
ル
第
三
五
割
明
〉
以
米
計
続
会
行
は
ふ
れ
て
ゐ
る
。

ハ
6
)

後
近
の
河
口
伽
の
絞
殺
悌
胤
引
が
一
史
に
高
め
ら
れ
ふ
ば
、

hm
年
学
は
根
本
品
開
に
議
制
制
さ
れ

¥
 

る
の
で
あ
ふ
う
が
繍
判
決
の
処
ま
だ
試
験
的
数
隊
に
ふ
る
言
-
w
-
U
r
s
a
H
M
V仲間口
Z

Z

HV白
出
品
ハ
宅
河
川
H
w
n一MMmwMVH
回
〉
]UMMmwHHaM
公
明
氏
・

(
7
〉
滋
潔
務
品
け
を
川
払
っ
て
年
名
と
す
る
と
と
は
己
に
ア
ッ
カ
ツ
ド
殺
か
ら
始
京
る
寸
時
MHM吋塁側同

。
言
明
ぽ

Hω
ロ
富
男
同
部
S
Fぬ
凶
炉
開
一
回
内
山
内
向
。
・
州
内
向
日
混
同
宮
町
訪
問
MM吋山片付申
F
N泊
三
時
む

務
総
に
扱
っ
た
も
の
w
は

hr・
d
ロ関口同門同

H
£
o
a告注目出件。ロ
3
ハ同洲会開問阿部…岡山
HSHMamw円

k

阿
部
認
可
同
母
校
関
山
骨
岡
山

U
7
一
部
品
〉
パ
ゾ
い
悶
ン
鯵
コ
去
勢
だ
け
の
然
成
以
崇
-mw吾
色
町
H

C
円

WHMHMas凶門
rwmw
同日件ぴ拘ず司
MCHM山申告げ品
M
M
N山4
H
H
'
F
同ι吋
CM開時的
mw吋冊口一応部内山∞
NiaHKア

(
8
〉
従
来

o
h給
率
む
廿
錦
織
に
つ
い
て
は
伊
豆
町
喝
罪

o
p
n
p
ω
・
ω
協
同
仲
ダ
安
是

出問的仲
O門
司
え
〉
認
可
同
制

O
W凶
吋
〉
〉
HV肘》
9HHa淀
川
の
M
M
S一安
VMC将
司
・
沼
田
y
u品川
iM払
デ
選
吋
1

Ma唱・
ω
-
h
f
の
C
O
W
H
C可
。
ロ
OHO号
、
ハ
p
h
r・
河
e

日
・
℃
℃
・
去
で
だ
ぷ
〉

と

muw絞
も
磯
突
な
も
の
は
ア
ツ
シ
ザ
ヤ
の
5

ン
ム
ウ
渓
で
お
っ
て
峨
存
唱
も
の
は

一
-
芝
草
HM凶
器
片
山
同
〈
唱
二
番
号
o
w・c・
〉
か
ら

k
p
g
z
z
z
a者
向
山
公
告
各
誌
-my)
に
汲
ん
で

お
持
、
そ

ω
下
阪
は
有
名
な

wv芝
持
活
曲
目
。
凹
む
安
HMG認
と

て
い
る
。

〔喜)

.，. WJ時

し
、
そ

家
は
畿
卒
絶
対
年
代
の
檎
裁
に
つ
い
て
口
ぞ
挟

母
か
ら
始
め
よ
う
。

態
史
学
の
…
鰯
山

M
G描
出

さ

れ

た

最

近

の

紀

年

の

変

拾

に

窓

じ

っ

て

見

捨

て

ち
れ
大

r
i
I議
官
の
金
泉
鏡
、
話
器
の
天
文
学
的
導
検
討
が
採
り
上
げ
ら

れ
る
に
到
つ
牝
。
こ
れ
は
〉
邸
前
MM吋
ケ
m
g
zさ
ど
の
悶
饗
館
出
土
の
薮
穣
で
〉
HHMg一段'

mハ山
MMM州
制
宮
、
の
第
六
年
に
お
け
る
金
星
の
あ
き
で
門
出
丸
山
知
S
H
河
内
出
山
口
ち
の
記
録
で
あ

る
だ
諸
糧
援
の
間
の
計
算
の
結
果
け
がJ
全
く
…
致
せ
ず
、
〉
か
つ
惑
か
後
代
の
筆
写
で

あ
る
に
め
に
久
し
く
省
み
ら
れ
な
か
っ
大
も
の
で
あ
る
。

ハ
心
。
ヒ
ロ
ン
第
…
γ
思
議
の
}
十
一
名
、
父
子
関
様
、
治
一
世
一
年
数
は
す
べ
て
分
っ
て
み
ゐ
か

ら
、
こ
の
絶
対
年
代
が
分
れ
ば
み
一
五
日
朝
の
そ
れ
も
亦
確
地
す
払
習
で
あ
ゐ
。

c
'
Z今

岡
録
。
ぴ
き
誌
は

ω
・
ω
g
w
v
の
紀
年
に
対
す
る
紙
特
に
お
い
て
ハ
ン
ム
ラ
ピ
即
柱
の

年
一
設
文
学
的
に
読
め
岨
同
室
∞

J
h
s
w
5
5
Pの
い
づ
れ
か
の
中
で
あ
る
と

し
た
。
熱
る
に
認
・

ω・
河
od司
Z
H凶
に
よ
れ
ば
、
こ
の
間
じ
年
は
見
詰
w
当日山∞

w
M吋
o

sw
訴
訟
州
w・

c・
の
四
つ
の
可
議
殺
が
あ
る
と
い
ふ
。
こ
れ
ら
の
ぐ
号
宮
内
向
。
HM
は
傘
、
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オ
リ
エ
ン
ト
の
紀
年
は
最
近
著
し
い
変
改
ぞ
蒙
っ
た
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
比
較
層

位
学
的
研
究
の
発
達
に
よ
っ
て
そ
の
上
限
が
引
下
げ
ら
れ
且
著
し
く
そ
の
確
実
性
沿

(
*
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増
し
た
こ
と
、
こ
う
に
は
新
史
料
の
発
見
と
そ
れ
に
基
づ
く
旧
史
料
の
再
検
討
と
に

よ
っ
て
従
来
最
も
不
明
で
あ
う
た
前
二
千
年
紀
前
半
の
紀
年
が
明
確
に
さ
れ
た
こ
と

ム
に
拠
る
。
特
に
マ
リ
冨
向
日
文
書
の
発
見
と
コ
ル
サ
パ
ッ
ド
玉
名
表
の
け

OHSσ
包

口
明
け
の
発
表
と
は
、
パ
ピ
ロ
ン
第
一
王
朝
の
年
代
ぞ
ほ
ど
二
世
紀
引
下
げ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
嘗
っ
て
オ
リ
エ
ン
ト
ぞ
通
じ
て
認
め
ら
れ
た
不
可
解
な
空
白
(
ア
マ
ル
ナ
時

代
以
前
の
二
世
相
は
全
く
史
料
診
猷
き
所
謂
盤
技
支
配
の
下
に
お
げ
る
暗
黒
時
代
と

考
へ
ら
れ
て
ゐ
に
)
は
実
は
存
在
し
な
か
っ
に
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し

な
ほ
そ
の
中
心
と
な
る
パ
ピ
ロ
ン
第
一
王
朝
の
紀
年
に
つ
い
て
は
相
当
大
き
な
見
解

の
相
違
が
あ
り
、
且
っ
そ
の
論
拠
も
複
雑
多
岐
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
致
は
容
易
に
望

(**) 

め
な
い
現
状
に
あ
ゐ
。
以
下
は
こ
の
「
解
き
難
い
複
雑
な
」
問
題
に
つ
い
て
の
研
究

史
的
メ
モ
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
本
稿
に
お
い
て
書
名
・
雑
誌
名
の
略
符
号
は
慣
例
に

よ
り
、
叉
人
名
・
地
名
の
融
字
叶

E
E
R山口立
O
D
は
そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
の
用
ひ
る
処

〔***)

に
従
っ
て
敢
へ
て
統
一
し
な
か
っ
大
。

(
*
)
ロ
戸
〈
・
の
・
。
E
5
0
H
Z目
当
ド
日
間
宮
O
ロ
H
V
0
2
0凹仲〉ロ口目白口仲間
W

国民
C
m
w
U中
〉

(

主

)

吋

F
H同n
o
E由回日、吋}回目

ωロ
S
R
H田
口
関
門
口
開
口
目
付
ハ

-
3唱
)

H

Y

H

U

H

-

(
*
*
*
)
な
お
切
目
σロ
。
開
門
担
問
】
伊
山
田
に
つ
い
て
は
し
『
川
淀
川
O
げ田
m
w
p
o
M
M
U

口広・

kr
足。。円仲間
a
u
p町四可匂
H
m
w

ロ
ロ
白
血
〈
O
円門同四日田山田口
(-uu
】)〉・句
M
W

吋
B
P
K
F
R印私
O

E
四日目

足目白
o
u
o
g
B山由民同四回

(
5
3
)
等
の
国
守
口
G
問
吋
同
匂
何
回
目
印
を
み
よ
。

北
大
文
学
部
組
要

CIJ 

正

パ
ピ
ロ
ン
第
一
王
朝
(
ハ
ン
ム
ラ
ピ
王
朝
)
の
紀
年
は
パ
ピ
ロ
ニ
ヤ
・
ア
ッ
シ
リ

ヤ
史
に
と
ワ
て
特
に
重
要
な
地
位
身
占
め
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
重
要
な
シ
ェ
メ
ル
玉
名

表
の
殆
ん
ど
す
べ
て
が
こ
の
王
朝
の
直
前
に
編
纂
さ
れ
て
居
り
将
)
叉
パ
ぜ
ロ
ニ
ヤ
紀

年
の
骨
格
を
な
す
玉
名
表
A
が
こ
の
王
朝
ぞ
起
点
と
し
て
前
七
世
紀
ま
で
ぞ
誌
し
て

ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
王
朝
の
紀
年
が
確
定
さ
れ
L
ば
vs
ご
れ
を
中
心
と

し
て
そ
れ
以
前
お
よ
び
以
後
の
紀
年
算
定
に
決
定
的
な
意
義
沿
も
つ
こ
と
は
明
か
で

あ
る
。紀
年
算
定
の
基
礎
は
第
一
に
天
文
観
測
記
録
か
ら
逆
算
し
て
絶
対
年
代
在
確
定
す

る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
確
実
な
記
録
の
存
在
と
そ
の
天
文
学
的
逆
算
の
一
致
と
、

が
条
件
で
あ
っ
て
現
在
ま
で
諸
権
威
が
一
致
し
て
認
め
る
も
の
は
ア
ッ
シ
リ
ヤ
の

E
E
Eに
見
え
る

2
5
2
F
D
2
Eの
言
切
・
。
・
の
皆
既
日
蝕
の
み
で
あ
れ
し

第
二
は
考
古
学
或
ひ
は
古
文
字
学
に
よ
っ
て
行
は
れ
る

ω
Zロ
2
8
【
古
片
山
ロ
ぬ
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
単
に
先
後
関
係
ぞ
決
定
す
る
に
止
一
り
、
そ
の
精
密
度
は
数
十
年
、
時
に

数
百
年
を
以
っ
て
数
へ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
最
後
に
残
る
も
の
は
矢
張
り
文
献
的

史
料
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
玉
名
表
ぺ

8
1名
表
、
リ
ン
ム
ゥ
表
以
下
諸
王
の
歴
史
的

碑
文
、
お
よ
び
公
私
の
文
書
が
あ
る
。

!zpJ13 向山

E空間
口 C
ロロ
吋

者向

，. 97 ぜ

il> 

第
二
次
大
戦
前
の

hm
年
θ

代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
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ハ
ン
ム
ラ
ピ

放
震r

後
近
mu

研
究

〔貰〕

一
九
一
ニ
一
丸
年

k
f
句
認
さ
同
の
詣
援
す
ゐ
フ
ラ
ン
ス
発
掘
隊
は
ぶ
内

Y
7
2ア
ス
中

流

の

お

都

完

立

の

遺

跡

埼

沼

5
0
ぞ
発
見
し
、
そ
の
王
宮
図
書
館
か
ら
多

数
の
重
要
文
惑
や
発
援
し
に
。
対
，
Y
口
同
局
窓
告
が
同
H
m
町
山
口
は
直
ち
に
こ
れ
ぞ
解
読
し
そ
の

議
擦
な
…
2

部
経
発
表
し
て
学
界
的
注
目
h
q
帯
び
代
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
ヅ
シ
リ
ヤ
の

言
回
目
的
広
シ
貯
!
弘
一
世
は
富
山
酬
は
の
乏
し
EyaHHH】をど
HHML」
問
問
時
代
で
あ
り
、
ま
た

γ窓
口
己
主
自
の
子
問
銭
円
円
台
回
一
以
有
名
な
ハ
ン
ム
ラ
ど
と
同
時
代
で
あ
る
こ
と

(
2
V
 

が
間
切
か
に
お
れ
穴
。
即
ち
ア
ヅ
シ
ヲ
ヤ
の
話
法
一
間
的
立

zkrJご
は

一

時

詰
h

同
氏
殺

経
駿
し
て
そ

M
m
Z
H
m
v
E怠
や
そ
の
王
と
し
た
が

E

E
悼
平
主
主
の
死

NHHHHア
ピ
留
が
王
位
に
如
何
い
大
の
っ
て

トー弓 グ" ，..・4
2L ま豆
25る
b…窓!-E
持 ーザ

官主廷
:::1 W 
0.. 

加鴫句

り

g
m
g
g
z
a〉
応
急
円
は
従
来
考
へ
ら
れ
、
ハ
ン
ム
ク
ど
の

年
に
し
て
即
日
殺
し
悼
の
で
は
な
く
、
ハ
ン
ム
ラ
ピ
却
殺
以
前
に
す
で
に
強

、
に
つ
や
い
の
で
あ
る
。

こ
の
…
向
者
の
関
係
に
つ
い
て
の
明
確
な
証
拠
は
な
い
。

NZHヤロ
E
Jか
が
γ'
ッ
シ

;
ま
記
長
醸
し
て
即
位
し
た
の
は
明
ら
か
に

E
2
5
2山
の
死
後
で

r

あ
り
、
又
年
名
表
に
よ
れ
ば

N
ぽ
込
a
亡
き
は
一
一
一
十
一
一
年
間
統
治
し
た
後
ハ
ン
ム
ラ

ハ
8
い
V

ピ
に
立
さ
れ
て
ゐ
ゆ
ね
か
ら
、
こ
…
較
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
ハ
ン
ム
ラ
ザ

ハ
9
一
〉

の
郎
枚
一
一
一
十
鴎
年
と
す
れ
ば
、
ハ
ン
ム
ラ
ど
の
却
牧
と

N
日
塁
手
口
自
の
復
牧
ハ
望
号

き
あ
げ
ナ
〉
ふ
誌
の
死
接
)
と
の
開
は
髄
々
一
一
、
三
年
に
す
ぶ
内
切
な
い
。
し
て
見
る
と
こ

の
両
者
の
間
に
さ
附
に
何
等
か
の
額
一
慌
が
あ
っ
ち
と
は
い
何
へ
ら
れ
て
前
者
の
死
の

れ
と
見
る
の
が
安
当
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
共
に
お
げ
際
問
中

つ
い
て
ア
ッ
シ
リ
ヤ
側
の
史
料
に
よ
っ
て
検
し
て
み
よ

市凶叩凶州凶器一明誌
e
h
F
門
回
出
(
一
{
は
ア
ヅ
シ
リ
ヤ
の
長
拐
の
強
大
れ
ず
な
し
吹
英
主
で
あ
る
の

後
代
の
諸
訟
で
か
し
ば
し
ば
こ
れ
に
つ
い
て
設
及
し
て
ゐ
る
。
例
へ
限
切

ggs

H

器
開
凶
悪
吋
門
公
…
間
十
三
世
紀
諮
半
)
は
プ
ヅ
シ
ェ

i
ル
神
絞
の
符
建
碑
丸
じ
れ
ぬ
い
て

浮
き
毎
日
シ
骨
仏
刊
の
再
建
診
混
合
年
前
に
、
母
一
明
言
塁
門
よ
る
再
建
を
更
に
時
一

の
凶
器
年
前
と
し
て
ゐ
み
o

d
次
代
初
出
邸
内
局
何
回
h

志向凶
C
ロ
ハ
前
む
世
紀
詩
半
)
に
よ
れ
ば
、

こ
の
同
じ
期
間
や
そ
れ
ぞ
れ
会
科
学
お
よ
び
話
。
年
と
し
て
ゐ
ゐ
。
一
向
者
の
議
は
凶

器
年
も
あ
り
、
前
者
に
従
へ
ば

ω
E
B包
奈
川
宮
内
凶
門
は
呂
G
O
M
W
P

後
者
に
従

へ
ば
同
寸
法

w・
c・
と
な
る
。
こ
の
場
合
時
代
の
近
い
前
者
め
方
が
よ
り
正
織
で
あ

ら
う
こ
と
は
常
識
的
に
潟
へ
ら
れ
る
処
で
あ
ゐ
し
、
そ
の
典
拠
と
な
っ
た
史
料
も
後

者
の
場
合
は
五
吉
年
に
前
者
の
科
用
し
籍
、
れ
も
の
よ
り
は
逢
か
に
減
少
し
て
ゐ

た

こ

と

は

明

か

で

あ

然

る

に

コ

ル

サ

パ

ヅ

ド

史

料

の

し

ろ

そ

の

謹

の

て

ゐ

ゐ

。

円

i
〉
〉
司
n
Eぐ
皇
制

N
G
E
g
苦
戸
内
向
町
二
〉
ζ
M
N
V
?
の
-M)号忠告

H
C
S
R
2
3
Z
き
日

。岳山
WMMmMMM叫
町
長
。
糸
口
ハ
5
4
8
剛

-
c
y匂・
Mmw自己

H阿
品
件
付
誇
鴇
会

g
3
2
(日
迎
合
)
臨

haMF
関
口
選
持
吋

Hの
G32MMOロ
含
HMZ
含

m
Gユ
匂
向
調
起
ロ
合
法
3

Pの
0
0
出持母言

H

CM幹部出向
M
2仲
己

四

国

九

戸

吋

n
z
g的
沼
会
富
山
目
的
《
凶
器
反
則
氏
ハ
M
P
K
F
3
u
s

ハ2
〉
斗
P
5
2同
HbmwD斡山口

HM目的
H選
手
〉
応
急
ハ
MN'kp・
3
M吋)

ハ
3
〉

M・河
-
F
H℃
℃
窃
吋

H
Z
c
c
g回
目
品
目

F
是
認
加
公
認
詩
H
5
5
2
2
停
に
m
g
M
H
2
5三

ハ凶
N

・h
M
e

日
ゆ
品
∞
)
お
よ
び
〉
以
内
河
川
町
浮
G
L∞・

ハ
4
〉
ふ
Hr
由
同
務
0

・u
の
拡
相
撲
文
に

デ lQn

せ
る
故
に

は
出

mw一討田
}uzr同
ぴ
に



弛
刊
は
M
M
岡
山
内
如
何
》
M
M
W
回
目
)
を
同
掛
け
た
窓
ひ
て
同
旧
日
M
a
戸
相
当
E
S
D
躍
な
叙
般
会
自
一
再
々
」
と
見
え

る
ハ
前
表
参
者
〉
。
な
ほ
M
V
・
0
M
M
一
句
2
宮
山
活
H
吋
，
Z
K
同
吋
岳
山
4
2
0
同
容
持
宮
山
静
的
時
え

忌
同
門
町
〈
M
・
げ
炉
開
w
'
m
y
3
8
〉
H
U
U
&
み
よ
。
明
λ

・
廷
が
に
古
い
時
代
に
お
け
る
ア
ッ
シ
訂
ノ
ヤ
の

パ
ピ
持
品
ヤ
侵
略
は
ω
v
m
刊
誌
漆
山
g
h
w
臥
出
色
よ
習
約
十
代
前
の
阿
阿
保
田
V
M
阿
同
国
同
む
袴
文
に
勺
;

ウ
ル
、
ユ
ヅ
プ
i
I
N
i
-
-
-
に
自
践
を
際
文
殺
事
一
流
々
い
と
え
え
る
ハ
ハ
U
L
-
の
出
窓
口
回
目
的
ざ
ミ

担
H
H
a
v
向
。
滋
M
M
H
M
M
砂
防
仲
申
告
片
岡
一
日
円
(
M
m
N
N
ゆ
〉
日
明
w
-

ハ
ヲ
U
ω
-
m
w
同
法
-
a
H
H
開
山
湾
問
可
知
事
。
門
司
O
同
k
r
g
背
広
む
の
i
M
・
吋
抑
ぴ
目
。
品
・
但
し
g
A
W
M
昔
時
吋

は
尽
に
一
九
ニ
ム
ハ
絡
に
ね
明
い
て
両
者
を
す
と
ぷ
る
い
必
〈
考
へ
、
白
田
H
H
M
g
ロ
設
な
ハ
日
透
明
ム
山
W
H

u
u
m
w
V
知
M
M
M
的
奴
シ
舎
内
凶
日
ハ
お
お
1
M
窓
口
)
と
し
て
ゐ
る
。
同
P
M
吋
・
4

司
郎
即
応
H
H
2
H
N
由
支
持
州
内
ル

ハ
宮
山
戸
言
叩
品
目
関
室
内
H
M
内
宮
山
積
E
H
U
1
2
Z
5
5
H
Q
k
r
g
湾
凶
器
H
H
出
)

ハ
6
u
d
司
時
的
昔
。
吋
は
は
，
Z
E
E
-
b
S
関
山
口
m
w
泌
総
論
文
に
つ
い
て
通
常
m
w
苦
n
F
E
E
-
師
事

草
川
広
告
込
ゆ
山
口
唱
さ
ぬ
附
円
切
手
芝
山
師
g
w
w
と
い
っ
て
ゐ
る
門
P
F
0
・
C
S
S
H
Wデ

九
山
岡
H
J
H
F
N
H
〕
鐙
し
M
a
c
y
話
回
は
品
約
ニ
千
泌
総
出
十
に
お
け
る
ア
ヅ
シ
ヲ
ヤ
尚
武
州
刊
に
よ
る

若
宮
町
-om阿
部
認
を
終
局
し
な
い
。
者
同
M
M
O
同
町
間
以
E
H
M叩

E
a
公
説
明
〉
s
u
・

ハ
7
〉
同
掛
向
H
B守
H
V
州
諸
九
一
師
同
凶
が
父
の
死
安
そ
の
兄
弟
長
m
w
誌
の
淀
同
声
明
露
出
何
回
S
K
戸
弘
知
ぬ
に
し
ら
せ

た
手
紙
が
あ
る
o
M
-
m
-
M
州
民
間
M
℃
ミ
・
〈
M
P
K
Y
お
お
〉
従
っ
て
m
w
y
m
H
H
ω
即
夜
'
〉
雪
印

H

C

死

は
ハ
ン
ム
ラ
ピ
の
玄
白
・
』
絞
絞
以
前
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ
8
〉

矧

C
芸
S
H
H
H
J門
H
M
M
V
M
M
H
H
由
仲
の
し
『
-
K
F
・
c
-
m
y
(
M
W
U
む
同
V
N
G
N
(
H
H
〉
口

〈
q
'
U
ハ
ン
ム
ラ
ピ
の
匁
名
表
に
ザ
ダ
尽
な
攻
め
た
記
事
の
H
A
え
る
の
は
一
一
…
十
日
一
一
年
と
一
一
一
十
蕊

和
小
で
あ
り
、
後
忠
告
に
つ
い
て
紋
円
以
内
出
ゑ
の
裁
緩
φ

営
破
憾
惜
し
た
年
」
と
一
一
総
守
し
て
ゐ
る
。

〔
三
吉
田
仏
口
密
g
a
目
的
S
P
ロ
円
・
5
u
w
M
M
叫
・
ハ
F
F
k
p
宇
田
ω

凶
器

tg〉
〕
伊
丹
名
は

前
年
m
w
汎
波
大
殺
体
け
を
以
っ
て
名
付
け
る
期
間
後
で
あ
づ
た
と
す
れ
ば
こ
れ
は
治
営
三
十
路
絡
に

濁
る
。

ハ
閉
山
)
ハ
日
ン
ム
ラ
ピ
は
浅
酌
刊
の
序
文
に
ア
ツ
シ
品

j

ル
お
よ
び
ユ
ネ
グ
ェ
念
品
火
践
し
た
こ
と
を

誌
、
し
て
ゐ
る
。
8
0
H
・
F
F
戸
お
よ
び
y
g
)
交
に
宮
門
岡
闘
の
知
事
ω
z
z
-
a
a
宇
宙
訟

に
与
へ
た
命
令
警
に
ア
ヅ
シ

L
I
ん
市
駐
屯

ρ
中
本
紙
路
公
述
か
に
本
隊
に
ム
n
せ
し
め
る
と
と
を

命
じ
て
ゐ
る
ハ
h
s

持
E
H
M
ぬ
H
F
O
付
2
3
8
仏
ぎ
認
可
目
立
問
。
喜
久
応
部
議
g
z
g窓

g
ャ

醐

言

問

〉

-

C

喜
g
a
H
M
W
ち
も
皇
室
宮
司
王
P
R
品
。
U
こ
と
は
始
恨
の
ア
汐
シ
ヲ
キ

交
慨
を
託
拠
立
て
る
。
か
う
し
た
事
実
M
U
M
W
M
M
間
同
以
前
日
H
M
b
弘
前
仏
刊
が
と
し
て

治
大
文
学
部
組
一
妥

健
在
で
あ
円
J

た
持
制
制
に
は
考
へ
ら
れ
ず
も
従
っ
て
ハ
ン
ム
一
フ
ど
の
し
た
む
は
そ
の

死
後
そ
あ
る
と
の
推
定
を
前
根
付
け
る
。
な
協
同
回
出
・
廷
内
W
阿
部
的
H
M
q
H
M
州
ん
い
足
時
自
お
戸
V
1
0
M
岡
山
祭
器
、

口
・
〉
認
可
門
戸
時
間
p
m
X
ア
を
み
よ
。

従
来
?
?
火
殺
で
回
出
向
B
'
辺
H
M
W
応
器
湯
気
遣
u
r
ぃ
同
日
H
嘉
手
口
認
な
ど
と
同
問
符
代
で
あ
る
奈

が
機
父
ざ
わ
い
て
ゐ
る
州
出
掛
叩
凶
器
g
h
酬
の
ま
H
V
回
?
な
品
川
の
何
十
代
不
明
の
学
名
に
E
Z
M
E
Y
M
S

K
F
a
由
。
の
没
し
た
年
い
と
見
え
る
。
四
戸
何
回
}
鉱
山
添
時
二

6
主
将
H
H
4
0
H
M
〉
胡
凸
吋
M
V
H
可
3

(
閉山・岡、.

K
F
・
デ
M
w
w
-
〉
戸
-
d
H
H
R
H
g
応
H
際
言
語
口
訟
の
可
ロ
ロ
門
出
兵
器
内
符
段
段
差
。
円
山
S
z
H
諮
問
古
島
持

。
災
S
O
M
a
z
〔
k
r
・
-
州
・
0
・
ハ
向
車
3
2
ア
〕
な
協
同
ω
仲
良
隊
司
鈴
土
の
漆
然
災
情
簡
に
よ
れ
ば

円
ジ
ム
ラ
ピ
の
隊
約
批
十
年
に
間
山
Z
H
岡
田
伊
川
署
K
F
仏
同
門
凶
が
釆
だ
在
放
し
て
ゐ
た
経
泌
が
ち
る
。

「
渓
詩
叶
内
r
F
a
-
-
足
首
同
国
H
H
M
岡
崎
将
な
お
よ
び
盟
主
務
一
字
〉
貯
ぬ
の
名
に
拠
雪
て
門
以
ム
抗
日

向
州
〈
誓
約
千
-nd〕
o
・
e
-

認
知
同
開
g
M
M
の
撃
た
れ
し
匁
ω
テ
ベ
ツ
O
R
H
」
ハ
問
。
夜
食
'
C
M
M
m
刷
出
国
円
四
H

2
・
の
・
一
明
治
同
U
吋
M
0
・
m
山
n
H
H
O
R
H
C
吋
}
円
以
一
口
内
凶
器
H
M
M
同
一
円
・
同
部
品
〉
こ
の
年
以
ハ
ン
ム
ラ
ピ
の
年
名

念
仏
慨
す
る
と
そ
の
郎
佼
十
年
に
品
川
る
〈
C
口
問
宗
主
吋
び
向
付
作
一
色
町
込
町
H
M
〔
F
F
-
〉
・
山
{
h
M
吋
∞

MMHU
ご
N〕〉

な
綬
K
F
協
同
相
同
〉
表
に
よ
れ
ば
ω
炉
設
H
M
閉
山
M
M
T
K
F
S
出
入
内
向
に
謝
料
る
ア
ヅ
シ
ヲ
ヤ
援
代
市
山
市
中
~

府
鴨
川
川
森
山
口
如
く
で
ら
る
Q

門
官
話
〕
の
波

(
3
〉
む
淡
&
点
検
間
伐
せ
よ
。
〉

Puzur.A詰hur1 

Puzur.Ashur II 

(Assur] 

Shalim-akhum 

Sharrukin 1 

山RirrトSinくち〉

Akhi-Ashur 

有

uu
H
 
E
 u
 

e
h
u
 
na --E
 

T
曇

a

(Izkur-話inJ

lrishum 1 

Ilushuma 

Ikunum 

(lrishum襲〕

Shamsi-Adad 1. 

管 .101."

Ishme-Dagan 1. 

ハ
説
)
こ
れ
が
バ
ピ
口
ン
繁
一
五
割
引
の
始
祖
ス
ム
・
ア
ブ
と
関
門
時
代
人
な
る
な
と
は
r
d
『
・

呂
美
u
C
炊
き
忠
告
出
n
S
E
E
Z
斡
診
。
受
賞
q
E
S
H
O
湾
問
S
当
選
出
・
デ
エ
な
ほ

ω
e
m
W
2
X
吋
H
H
向
山
持
吋
守
山
向
的
8
3
0
内
k
p
幹
部
司
門
戸
国
・
C
M
M
3
8
円
。
隣
町
白
色
吋
州
窓
会
ナ
お
よ
び

。
色
m
G
C
吋
件
。
H
Z
M
V
吋
G
口
凶
器
ゐ
円
山
岳
民
〉
忠
弘
山
安
保
Y

寸
与
ぽ
窓
口
ゲ
吋
O
P
C
M
G
色
告
白
を
宿
泊
よ
。

(
b
〉
と
れ
が
有
名
な
戸
出
円
加
担
の
M
N
M
g
弘
吉
と
同
一
人
で
あ
る
こ
と
は
戸
玄
底
的
問
H
M
R
H

窓
口
円
苦
言
向
付
目
。
尽
き
関
口
出
仏
営
由
主
g
p
N
F
h
p
き
r
品
お
よ
び
ω
・
山
吉
川
P
H
F



ハ
ン
ム
-
フ
ピ

の
研
究

絞
重苦

2
・
h
M
・目的凶
i
品
を
え
よ
。
ア
ッ

ν
ワ
ヤ
の
玉
名
は
特
徴
的
な
制
仰
を
も
ち
も
し
ば
し
ば
数
点
明
。

去
が
と
れ
を
点
制
緩
翌
、
(
例
へ
ば
凡
山
内
凶
同
内
山
寺
町
司
mwえ
を
称
す
る
も
の
紋
六
人

mwMMmHHEEskt念
仏

は
ま
入
、
H
，

KM誌
も
お
ω
間
開
円
は
三
人

1
q
A
パ
ピ
ロ
品
ヤ
の
玉
名
と
合
致
ナ
る
も
の
は
殆
ん
ど

な
い

(ωMgH1門戸
HHAHMW
ゲ
MggaMVmwm何MM誌
は
織
な
例
外
ゴ
対
門
叶
H
M
a
ω
E
C
舟
鴨
川
叫
ア
ッ
シ
リ
ヤ

災
を
滋
じ
で
こ
の
場
合
丸
一
関
で
あ
る
こ
と
は
一
つ
り
線
開
滋
と
な
す
に
足
型
る
。
似
し

同
日
回
実
務
宮
内
凶
口
問
刊
に
は
こ
れ
設
紋
く
。
首

mU
品

出

〔

4
)
の
淡
会
後
〉

2
u
h
f
鼠
忌
吋
仲
間
白
神
H

ぐ

c
Z叩門別的町内
W

対
話
二
-
m
y
m
山
富
山
岳
日
間
W

常
々
湾
問
的
件
。
ミ
Q
州
安
部
a

時吋山町出・戸川
V

吋州]戸

ハ
は
〉
対
立
町
出
寄
町
内
仲
件
。
M
Q
G
E申
〉
由
昔
話
門
家
拐
さ
ユ
的
凸
v
g
H
Z
H
g
z
p
ミ
-
P

ハ
日
〉
出
》
山
内
凶

MMH1・明ア向日山内山・

ハ
リ
門
)
認
忍
舎
で
の
宵
O
E
M
S
M伶
何
千
二
・
民
同
戸
日
比
同
雪
山
申
MM仲
間
Z
R
M可

ω∞
SU3
・
M
g
N
a
-

C
H
y
n山グ神仏
u
s
u
-
-『同
nCゲ的
AWMMUCHM-n門戸日明おーい・

〔五

こ
れ
は
シ
カ
プ
大
学
の
東
洋
野
党
黙
が
、
出
ωω~ωω

中
ν
i
ズ
ン
に

5

0

5

g
仏

ハ習い
Hamげ
か
夜
長
山
口
)
か
ら
発
掘
し
、
当
時
の
所
長
故

H
戸
切
認
知
的
言
。
が

k
r
M
V門
y

oZH
に
譲
訳
出
絞
殺
議
欝
し
七
、
も
の
で
点
日
そ
の
発
表
が
期
待
さ
れ
て
ゐ
た
が
十

年
後
に
瀦
く
そ
の
約
場
長
し
た
も
の
で
あ
ゐ
。
総
め
て
良
く
保
存
さ
れ
た
縦
七
・
一
一

五
付
、
横
五
・
二
五
叫
刊
の
h
p
J

ブ
レ
ヅ
ト
で
、
最
古
の
が
弘
山
知
よ
り
〉
一
凶
器
門
会
吉
岡
山

唱
に
剖
ゐ
百
七
人
の
玉
名
が
父
子
襲
諜
お
よ
び
統
治
年
数
そ
の
他
と
共
に
諒
さ
れ

て
居
り
、

vそ
の
験
交
に
九
ア
ル
ペ
ラ
の
神
殿
山
漁
記

5
2
g
m
H
M泌
が

こ

シ

ュ

i
ル

総
督
〉
舎
内
田
Z
M
w
z
bロ
ん
の
第
二
同
日
5
8
β
m
w
v
a
z
Z
の
月
の
こ
ハ
〉
門
ね
に
、
ア
ッ
シ

ル
!
札
戸
市
の
玉
名
表
に
諮
り
餐
写
し
た
」
事
が
諒
さ
れ
て
ゐ
ゐ
。
こ
の
日
付
位
以
g
H対話

回
目
掛
け
に
よ
れ
ば
吋
巳
g
三
231H2向
島
MHHH・
内
戸
田
(
玉
名
畿
で
百
八
代
)
の
治
世
鰯
七
年

に
当
る

Qω

∞
MW・

c・
)
こ
れ
は
従
来
知
ら
れ
て
ゐ
大
〉
務
NMHKM
お
よ
び
同
い
と
す

こ
ぶ
る
よ
く
一
致
し

MJvωUOH
は
〉
議
長
九
併
の
複
本
で
あ
ら
う
と
し
て
み
る
o
r
〉

然
る
に
発
掘
の
捺
の
不
注
意
に
よ
っ
て
ハ
G
6
K阿
部
明
言
z

ヨz
E
M
と

〉

g
z
H
Z

E
E急
ぎ
の
の
統
治
年
数
が
絞
け
て
ゐ
る
こ
と
と
、
〉
説
日
〉
と
の
不
…
射

が
問
題
。
そ
一
層
複
雑
化
し
、
こ
L
に
議
惑
な
会
S
m
Z
H
Z
E
'〉
念
仏
叫
の
年
代
に

関
し
て
積
々
の
具
論
が
金
一
ず
る
に
到
つ
七
。
郎
、
テ
キ
ス
ト
の
校
訂
者
句
。

ωぴ
己
は

ハ
弱
M

H
寸話
i
H
α

皆
川
J

。
・
と
し

v
k皮
肉
『
け
は
二
代
の
間
隙
に
二
十
二
年
そ
め
て
で

5

2
2
2じ
、

認

さ

は

依

然

後

代

の

う

シ

リ

ヤ

去

の

縛

文

に

よ

っ

て

露

。

i

sの
綿
糸
}
堅
持
し
て
ゐ
る
。
然
し
続
交
は
加
と
し
て
も
凡
討
議
長

kw
と
の
F
C
H
出
必
ず
お
ふ

口
付
加
の
侍
れ
ぞ
採
用
す
べ
き
か
、
或
ひ
以
後
代
の
ア
ア
ジ
ザ
ヤ

h
g度
な
〉

き
な
い
。

(
i
凶
斗
町
内
w
〉
問
的
資
目
前
HHH内
山
口
出
口
聞
け
内
円
。
議
決
何
回
C門
田
氏
出
品
ハ
ド
戸
間
w'ω
・
志
向

i
日明会等

な
ほ
開
・
。
出
4
知的室内円の
H

岡
、
目
的
立
的
同
時
部
ふ
岱
次
官
門
的
向
σ向
島
ハ
泌
-
h
y
M
U
中明
1
m
u
k
f
阿川町制

3
a

p
a
v品CHC諮
問
品
広
告
的
OMMO刊
日
当
日
開
泊
三
ハ
}
遣
い
〉
ば
吋
B
U
S
-

ハ
2
〉
こ
れ
は
大
吾
〈
附
つ
の
グ

A
i
プ
に
分
け
ら
れ
、
終
一
一
は
、
門
戸
内
出
血
よ
翌

KMM}山田回同回目

に
判
判
る
十
七
代
で
「
テ
ン
ト
に
佼
ん
で
ゐ
た
(
遊
牧
必
殺
か
?
い
に
と
注
さ
れ
て
縦
型
、
そ

の
う
ち
十
五
代
ま
で
は
従
来
会
く
紛
ら
れ
な
か
っ
た
名
様
で
あ
る
G

父
子
環
器
w
-
統
治
年
数

を
絞
〈
。
第
-
江
川
線
二
十
六
代
に
到
る
十
滋
で
父
子
間
関
係
が
一
一
九
附
し
て
あ
壁
、
第
一
一
一
は
一
一
一
十
一
一

代
目
出
回
目
戸
口
雲
市
耐
に
お
る
六
人
で
父
子
帽
関
係
・
統
治
年
数
を
柏
駅
〈
。
句
。
骨
ぴ
叩
日
は
一
一
一
十
三
代

mw
開
吋
山
岳
民
同
話
回
に
始
叩
命
的
附
削
闘
の
グ
ん

i
プ
ハ
父
子
関
係
・
絞
治
年
数
が
お
綴
ナ
る
〉
か

ら
は
同
対
話
回
H

江
主
が
始
重
る
と
総
定
し
て
ゐ
る
。

ハ
3
u
k
r部
出
口
吋
〉
は
州
内
}HC一可研酔日
Mm凶
門
凶
ピ
邸
付
で
の
九
十
七
代
、
口
mM向付
MMUM山
岳
部
。
可
同
意
マ
ル
w

認
し
て
ゐ
る
の
マ
滋
ふ
〈
そ
C

次
代

hg伯
母
わ
き
国
の
治
世
の
も

mw
で
あ
雪
、
切
は
断

続
で
あ
る
が
更
に
六
、
七
代
I
T
R

い
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ハヰ‘〉

MUωqopoHFRH日件

Uぼ
・
そ
の
伺
相
違
の
枕
問
所
を
淡
派
す
れ
ば
次
支
の
表
の
刈
〈
に
な
る
。

す
〉

h

z・問
w'mv
つ
ま
ω〉
N
羽
・
な
協
悼
の
-
U
C
由民
HH
も
こ
れ
を
ふ
叉
持
す
る
の
C号
豊
富
一
同
M令

出
口
口
開
仏
mwψMMmHHSV日'K戸aaHH
ア
ハ
ロ
料
品
l
s
z
p
u
r
ρ
〉
門
泌
氏
広
江
口
己
尋
問
訟
の
ぽ
締
結

Q
2
H、a
g詩的
-KV自
営
g
言
言
苫
宮
内
放

wmwM開

5
5・
3
ぉ
・
ヨ
ム
C
〈
来
日
さ
〕

同出回目
UHB巴
5
8
C
M
1
M喜
一
窓
口
臨
む
ま
∞
〉
日
付
?
な
ほ
河
内
)
耳
件
Cロ
も
お
泌
総
火
ハ
E
注

に

お

い

て

こ

て

ゐ

る

G

M

刷
。
毒
芯
持
論
文
に
ヲ
い
て
は
…
一
…
絞
浅
の
紹
介

-JQ;;町
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担
〉
弘
山
・
得
。
印
ぴ
叩
同
日
、
H，Y
号
〉
的
抗
日
三
却
訪
問
刊
誌
ぬ
ピ
日
付
守

0
2
州
内
叩

M
O吋
お
げ
白
山

Q
C
M
M吋
口
氏

伝
言
言
明
出
詩
的
同
刊
さ
忠
弘
山
時
P
E
N
-
)

開・

9
ぐ
注
意
思

H
Z申
ピ
聞
け
草
皆
同
内
町
議
由
笹
山
会
主

2
5
a
γ
〉
帥
ω司
氏
。
刊
号
羽
目
0
・

M

鳴さ:め

MM
〉
同
w-
河
巧
岳
山
お
お
mw吋

H
M
V
M器
開

門

C
出
由
尋
問

α民
間
曲
目
的
語
持
作
凶
器
〉
曲
目
己
ハ

K
F
2
Y
X
該
円

。
円
山
内

WM
滅的同
o
a
n
y
H
H
H
H開
ハ
-
明
記
べ
〉
〕

が
あ
る
〈
州
民
学
雑
誌
第
日
出
品
ゆ
儲
m
m
M
はす〉。

ハ
7
〉
九
戸
回
目
日
開
}
失
明

HHH印
。
ぴ
Mqc
ロO
H
C出
可
(
』
唱
4
0
〕
〉
-
H
〉
(
戸
市
Y
平
明
〉

(

8

)

百

ω
数

ハ
H
U
U

ハ
ロ
)
(
同
リ
〉
(
日
汁
〉
臼
別
総
後
代
む
筆
写
・
逆
算
に
お
る
記
録
む
多
〈
は

指
同
滋
ナ
ベ
さ
で
は
な
い
。
州
開
へ
ば
相
判
パ
、
と
ロ
ニ
み
の
ナ
仰
で
…

r
ヌ
は
ア
ヅ
カ
ッ
ド
の
ザ
ん
ゴ

ン
を
自
分
よ
り
一
一
一
千
二
百
年
以
髭
ハ
m
N
t
J
M吋
明
C
M
W
-
p
u

と
計
雰
し
ハ
γ
4
d
u
洲
町
口
問
日

回
虫
色
。
門
司
ゑ

ω幻
MH
戸
建
田
口

akrw刊
誌
丸
公
・
可
円
ン
ム
ラ
ぜ
な
ヅ
ル
ナ
プ
リ
ア
ヅ
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の

ト
・
メ
ソ
ぷ
タ
ミ
ヤ
か
ら
一
段
に
ク
レ
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の
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さ
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収
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